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はじめに
本報告は、実際に自ら中越地震を経験した長岡大学
桂ゼミ生の内６名が卒業研究のテーマに選定した「中
越地震における企業や自治体の対応と課題」について
調査するにあたり長岡商工会議所の対応に関心を持
ち、聞き取りをお願いした際の記録である。本稿の文
書化は成田洋介が担当し、編集および校正は教員の桂
信太郎が担当した。
実施日：2005年９月27日c
場　所：長岡商工会議所
回答者：田村巌会頭
樋口栄治専務理事
山村雅隆事務局長
佐藤和夫事務局次長
質問者：水落　淳
渡辺裕介
池田昭史
土橋勝太
成田洋介
加藤俊和
以上、桂ゼミ学生
１．震災直後の被害状況と商議所とし
ての対応
学生：本日は大変お忙しい中、お時間をいただきまし
てまことにありがとうございました。何卒よろしくお
願いいたします。早速、最初の質問に入りたいと思い
ます。中越地震は予測できない突然の災害でしたが、
中越地震から１年、地域復興への課題
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地震の直後には長岡商工会議所はどのような対応をさ
れたのでしょうか？
田村： まずこの中越地震は、とても大きな地震でした
から、みなさんも右往左往されたのではないかと思い
ます。そうした状況の中ですから、被害規模がどの程
度なのか、被害額はどの程度あるのかなど、全く予想
ができませんでした。まず商工会議所の会員をはじめ、
職員達の家など被害の調査・確認をしなければなりま
せんでした。結果としてありがたいことに、会員にお
けるけが人はゼロでした。非常に大変な状況のなかで、
長岡商工会議所はすぐ被害状況を調べたわけです。次
に考えましたのは、地震後の二次災害も出てくるので
はないかと考えました。震災は2004年10月23日でした。
会員も商工会議所職員もそれぞれ「自分自身が被災者」
ですので自分のことで手がいっぱいの状況でした。で
すから直後の10月の間は全く動きがとれませんでし
た。新聞にも載っていたかも知れませんが、実際一番
最初に商工会議所で行った調査としては、部会の人た
ちや役員へのヒアリングを行いました。これが11月の
10日前後でしたから、震災から約20日を過ぎたころと
いうことになります。この時点で把握できた長岡商工
会議所管轄内の事業所における被害額は161億7731万
円でした。それぞれ製造業や卸業、小売、サービス業、
その他色々な業種に分けて調査しましたが、中でも製
造業が約56億円で、一番大きな被害額でした。私ども
としましては事務局長らが実際に、会員全てに対して
ヒアリングしました。
学生：長岡商工会議所の管轄内における被災地域にお
いて、潰れてしまったり、閉鎖してしまった店舗の総
数はどの程度だったのでしょうか。
田村：基本的には店舗の倒壊はありませんでした。震
源地に一番近かった小千谷市や川口町などは倒壊など
でかなり大変だったと思いますが、長岡市の商店街に
関しましては、今回の中越地震の被害は東部の山合い
付近に集まっていまして、その方面は建物の中の損壊
や、一部損壊など、家財がひっくり返ったりするなど
ずいぶんあったのですが、地震そのものの被害として
は商店街活動に直接的に影響した問題は幸いにもあま
りありませんでした。
樋口：商店街の場合に関して言いますと、基本的に建
物の損壊と商品の損壊と分けて考える必要がありま
す。店舗では建物の損壊については無かったのですが、
店舗内の商品や棚などの損害については大きなものが
ありました。皆さんもご存知の通り、震災から４日後
の10月27日に大きな余震がありましたから、都合２回
の地震にあったといえます。例えば商品のディスプレ
イなどはほとんどダメになりました。例えば小千谷の
商店街なんかはずいぶん被害がありましたが、長岡に
はああいう形の被害はありませんでした。しかし直接
的な被害よりも深刻だったのは「売りたいが、買って
くださるお客様がこなかった」ということでしょう。
田村：いわいる地方都市の中心商店街というのは、地
震がある、ないにかかわらず、残念ながら年々衰退し
ています。今でも継続して被害状況を調べていますが、
地震とどのような関係にあるのかは、あいまいな部分
があります。
２．風評被害とマスコミ対応
学生：では次の質問をさせていただきたいと思いま
す。地震直後には、部会のヒアリングや部会員の被害
などを調査されたとお伺いしました。その後のことな
んですが、復興の過程で一番大変だったことをお聞か
せください。
田村：復興の経過については、商工会議所ではなく、
行政との関わりが強いでしょうね。私ども商工会議所
の立場ですと、意見の要望などの抽象的な答えになっ
てしまうかもしれません。私どもが一番問題だと考え
ているのは、とにかく風評被害です。例えば新幹線が
止まったことにより、越後湯沢からこちらのお客さん
の来訪が少なくなった、などです。その辺は私たちと
しても放置できず、お願いにあがって一日も早く新幹
線が通常通り動くように新潟商工会議所や長岡市長、
新潟県知事との連携を図りました。私どもの活動の詳
細は、事業報告書に記載しております。
中越地震から一年たった現状でも、残念ながら、い
わゆる完全復興には至っていません。例えば山古志村
へのインフラなどです。私どもとしましては、商業、
工業、医療、農業など全ての業種が一致団結して地域
の復興を考えていかなければならない。農業だけ、商
業だけ、医療だけ、などとそれぞれ別々、というわけ
にはいかないんです。かなり長い時間をかけて徐々に
復興活動を考えないといけないと思います。例えば山
古志の棚田などは、地盤が崩落して、山肌がむきだし
になっています。観光地としての山古志としてきれい
な景観が戻るのは難しい状況です。高齢化、過疎化の
問題もあります。合併して長岡市となり、自治体全体
として考えていかなければならないだろうし、私たち
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もそれに沿って考え続けなければならないことだと思
います。しかし実際は、工業関係については多少活気
づいてきました。地震の時にもそうでしたが、最近は
ご存知の通り、製造業は短期間での納品を求められま
す。このたびの地震で道路に大きな被害があったにも
かかわらず、ほとんど納期に狂いがない企業もあった。
一部ダメになったとこもありましたが、名古屋や東京
などのメーカーでは「長岡の企業は早くよこせるわけ
がないと思っていたが、長岡の企業は必死になって信
用を確保した」との評価もあります。この信用の確保
によって評価を得たという事実は、復旧の進度に大き
く影響を及ぼすのではないでしょうか。
学生：工業に関しての風評被害はないということでし
ょうか。
樋口：一般的に、商業も農業も工業も自分の生業をき
ちんとしなければなりません。信用第一です。復旧、
復興についても、第一に信用を得るかどうかだと思い
ます。仕事に必死でくらいついて、例えば短期納期を
きちんと守る、などという大原則の信用を今回築いた
ことは非常に意義があると考えています。その意味で
は、風評被害を防ぐ、風評被害を起こさないというこ
とは非常に重要です。われわれが今回の中越地震で一
番苦労したことは、主にテレビなどのマスコミで「長
岡地域は壊滅的状況」と報道されたことです。この種
の報道によって「あそこには仕事出せない」という風
評が立つ可能性があるわけです。お金やインフラなど
のハードも重要ですが、それと同時に報道に協力を得
て理解してもらう必要がありました。本当にダメなと
きはダメとした報道も仕方ないのですが、反対に良い
ときは良いときちんと取材して報道してもらって正確
な情報が伝えられなければ、長岡の信用は維持できな
かった側面があるのではないでしょうか。その意味で
は、阪神淡路大震災から得た教訓もありました。しか
し思いもかけないことが起こりました。10月27日の大
余震のときに、報道機関が一斉に脱線した上越新幹線
をテレビに放映したんです。正直いいまして「長岡に
は支援体制が組めないのではないか」といった風評が
立ちそうになったことも事実です。こちらは生きるた
めに必死ですが、例えば東京から技術者を派遣してい
るある企業の本社側がこの映像だけを見て派遣をスト
ップする、といったことが起りました。テレビの影響
は大きいのですぐ情報が広まります。地元の人たちか
らすると、むしろ工場再建の為に社員も創業者も必死
で努力しながら、工場ラインを直していました。こう
した現実を新聞や雑誌など、報道の取材の人たちに訴
えました。メディアを通じてこちらから訴えていった
というのが12月までの２ヶ月間でした。残念ながら、
新幹線が復旧して動くまでは情報が正しく伝わらなか
った側面がありました。
田村：マスコミの力は非常に影響力があります。公平
に報道されなければ、その反響にもずいぶん大きな差
がでてきます。あるひとつのことを報道されると、人
間の心はある片方に振れますね。一般の人たちにとっ
てみれば、やはりマスコミを信じるしかない側面があ
りますよね。これはやっぱり本当だと信じるしかない。
樋口：私たちは、報道機関の協力を得ながら現場を理
解してもらおうと勤めたわけですね。
田村：事実としまして、風評被害というのは間違いな
くあります。例えばマスコミなどによる報道で「山古
志村が立ち入り禁止地区となり、人が住めない状況だ」
とありましたね。するとこれによって「新潟県が全て
ダメになった」というイメージが定着しました。実際
は、越後湯沢には新幹線が通っている状況だったにも
かかわらず、温泉もダメだというイメージが先行して
しまうことになる。さらには長岡から先の温泉地など
もイメージダウンという壊滅的なダメージを受けたん
です。これはマスコミだけの責任でもないのでしょう
が、皆さんがそう思ったのは事実です。これを打ち消
すために、早く復旧させて新潟県全体の元気な姿を皆
さんに見せなければと考えています。
樋口：直接的な被害としましては、商店街においては
商品が壊れたということとお客さんが来なくなったと
いうことでしょう。ようやくお客さんが来始めたのは
2005年の年明けからでした。製造業については、当初、
基本的に一週間で復旧といっていたのですが、10月23
日の中越地震後に復旧し始めて、27日に余震が来たの
で予定に狂いが生じました。結局年内には、受注、発
注含めて９割程度は復旧できたと思います。それぞれ
の企業の社員の方々も日夜努力され「納期を間に合わ
せなければ信用を失うという」ことを心がけて最大限
の努力をされたのが大きな復興だと思います。
また、新潟で感じる地震と、長岡で感じる地震は、
少し違うことがわかりました。新潟は地盤が砂地だか
ら、揺れもゆらゆらと若干緩やかだったのではないで
すか。長岡は震源地にも近く、かたい地盤だからおそ
らく揺れが違いましたね。そういう意味では新潟と長
岡における人々の地震に対する温度差を感じていま
す。距離は60キロしか離れていない長岡と新潟ですが、
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その温度差を埋めるのに結構苦労しました。新潟の人
たちに対しては、震災から一週間たって、新幹線が止
まることによる被害が出始めました。旅館やホテル、
その他ビジネス、県、市、などが大きな影響を受けた
と実感しました。10月中の長岡での被害の度合いと新
潟の被害の度合いには、こうしたことから時間的に大
きな差が出ました。それが埋まってきたのは11月の８
日ぐらいです。11月８日にようやく新潟で、全県レベ
ルの打ち合わせが行われました。そこで「このままだ
と新潟県全体が地震による大打撃を受ける」という意
見が出ました。新潟県中越大震災でしたが、当時は新
潟大震災という名前にする動きさえありました。それ
だけ新潟地方の被害は大きかったといえます。11月の
８日の打ち合わせには、田村会頭に新潟に行ってもら
いました。さらに翌日の11月９日には、中越地方だけ
でなく、上越や新潟にも大きな影響があるということ
で、全県下で250人くらい集まって、何とか国に働き
かけようとする動きがありました。阪神淡路大震災の
被害額と比べると、人口や面積の割合からするとほぼ
同程度でした。金額的には、新潟も大きな被害を受け
ていました。おそらく金銭的ダメージで言えば、長岡
近辺よりも新潟の方が大きかったのではないでしょうか。
田村：余談ですけども、中越地震の直後、長岡市のホ
テルは満杯で予約が取れませんでした。しかし新潟市
はホテルも道路もガラガラ。これじゃ新潟の方は「長
岡だけの地震だと思ったら新潟の方に被害が大きい」
という認識もあったかもしれません。新幹線が不通で
したので、飛行機しか交通手段がありません。空港へ
向かうタクシーは満員状態の一方で、新潟駅の周りで
待っているタクシーはガラガラの状態でした。
樋口：１年たったからいえるということもあります。
長岡地域の地震の被害についてもご承知の通り、長岡
全域の中でも温度差があって、活断層に近い地域の被
害が大きかったですね。我々が特に注目したのは活断
層沿いの人たちがどうなったかということでした。信
濃川から JR 長岡駅にかけての旧市街地近辺は比較的
地盤も良く、揺れは大きかったものの建物倒壊がほと
んどありませんでした。つまり現実には、長岡の心臓
部分ともいえる金融街や市街地における地震の被害が
比較的小規模だったのは、不幸中の幸いだったかもし
れません。長岡の中心街にある北越銀行さんや大光銀
行さん、信用金庫さんにしても被害が少なく、地域の
金融機関のコンピュータがすべて正常に動いたのは良
かった。ここが壊滅したら大変で、金融機関のマヒは
お金の流通を止めてしまいます。カネも払えない、給
料も払えないという事態にならなかったから長岡地域
はまだ助かったといえるかもしれません。
田村：長岡大学は活断層の上だから被害が大きかった
ですよね？
樋口：悠久山の近くに住んでいた人たちにとっては何
事かと思ったでしょうね。長岡大学のみなさんや中国
人留学生さん、近所の人たちが経験したのはものすご
いビルの共鳴音だったようですね。私は経験してない
けど、天地がひっくり返った思いではなかったのでし
ょうか。
田村：学生さんたちのお家はどこですか？
学生：堀之内です。
樋口：じゃあ大変だったでしょう。
樋口：11月９日以降に、長岡地域だけの運動としてで
はなく、新潟県内が一丸となって国に対してメッセー
ジを送ったことは、意義があったと思います。新潟の
人たちのデータ作りは大変だったと思いますが、冷静
に対処していただきました。データを集めて数字を客
観的に分析し、書類をそろえて事実を明解にしていた
だきました。新潟の商工会議所や経済界の人たちがバ
ックアップしてくれました。商店街の復旧にはおおよ
そ半年かかったと思いますね。遠のいた客足も年が明
け、雪が解け、春とともに回復してきたといえるかも
しれない。震災から年末までの２ヶ月間、必死で営業
再開のためにみんなが仕事してきたわけです。その間、
現場を経験したという人もいれば、出張で東京や海外
にいたという人もいるんですよ。そういう人たちは帰
ってきてびっくりして、必死になって仕事に取り組み、
年末年始で家族や親戚縁者とお酒を飲みながら癒しあ
ったわけです。そして年が明けてから雰囲気や顔色が
少しずつ変わってきた。長岡の製造業が復旧したと同
時に、景気が少しずつ回復してきて仕事が回っている。
地域内の雰囲気が良い方向に向かっているので、小売
業さんなどは助かっていますね。
３．駅前商店街の再活性化と課題
学生：今後商店街などを活性化させるためにどのよう
なことをお考えでしょうか。
田村：商店街の活性化は地震の有無を別にして、取り
組まねばならない課題ですね。数年前から地方都市、
特に県庁所在地以外のいわゆる県内第２位以下の都市
では顕著ですが、駅前の商店街が寂しくなってきてい
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ます。お店の後継者不足なども深刻な問題ですが、長
岡の場合は信濃川以西の大規模店舗周辺が賑わいをみ
せている。中心市街地は駅前なのか、大規模店舗側な
のかと考えてしまうくらいです。
私たちは長岡で生まれ育ち、今でも住んでいますが、
実際は長岡の中心市街地は駅前と思っています。新幹
線から降りたときに一番目につく場所が「長岡の顔」
だと思っています。その商店街のシャッターが閉まっ
ていたり、お店が閑散としているのはやはり寂しい。
一番大事なのは人が集まる工夫をどうするのかという
問題ですが、それは個々のお店の問題と、人が集まる
仕組みという公共の問題との両面があると思います。
例えば病院ができ、その周りに商店街ができてくる。
商店街だけを整備したから人が来るというわけでな
く、他の要素と絡んで人が集まるというものです。新
長岡市でも様々なショッピングセンターができていま
すが、あれにきたお客さんがそのままこの中心市街地
を散策して歩いてくれたらありがたいです。
また厚生会館の跡地問題もあります。これから長岡
市の人口が合併によって23万、29万、30万という都市
になったときに、駅前の整備をしっかりしていかない
といけないと思います。これは私たちにとって大きな
関心ですが、個々の商店が自分たちの力でどこまでや
っていけるのかにかかってきます。昔はお店と隣接で
住んでいた人たちも、最近は残念ながら、商店街の人
たちは自分の家を郊外に持っています。そうすると６
時になれば店のシャッターを閉めます。勤め帰りの人
たちもだんだん商店街で買い物をしなくなってくる。
これは悪い方に循環してきていると思います。しかも
大手通りは黙っていてもお客さんが来た時代が長かっ
たので、自分たちの商売をどうしようという意識が欠
けていましたね。
最近危機感を持った若手も出てきています。大規模
店舗と違い、「一店一品の魅力」というものも捨てが
たいと思います。市街地再開発といわれますが、いろ
んなことをやってるんですよ。川西地区もこれまでの
ように、田んぼをつぶして広がっている割に、それほ
ど取り立てていいものがあるわけでもない。もう一度
商店街での商売の姿勢を見直す時期が来るのではない
でしょうか。昼間だけの勤め人が往復するだけでは商
店街としては心もとない。頼りになってこない。市民
大学をつくろうとかそういう試みはありますが、もう
少しがんばっていきたいと思っています。
樋口：震災に基づく小売業や商店街の復旧についての
数字は、７・13水害の所へさかのぼって考える必要が
あると思います。長岡市と合併した中之島や、見附市、
三条市などの水害は、間接的に長岡地域の経済に影響
を及ぼしました。小売業の消費や県立美術館、博物館
などの施設利用の数値が夏休み前にも関わらず、例年
対比で極端に落ち込んでいます。つまり、人の行動パ
ターンが自然災害により変化しています。直接被害に
あった人たちの行動パターンが変わるだけじゃなく
て、間接的にも、地域に対する心理的な影響が小売業、
サービス業に波及しました。７月の水害後、８月９月
10月の３ヵ月を経て中越地震が起きた。現在の被害に
ついて考える場合、地震単独の被害だけではないので
はないでしょうか。いずれにしても、基本的には原点
である日常の活動に戻ることだと思います。商業も、
工業も、サービス産業も、企業体それぞれが現実的に
足元をきちんと固めて活動する。その日常生活や経済
活動の中で復旧復興を、新たな目標をもって復旧復興
を、といい続けています。
田村：行政に頼ったり、地震を言い訳にするのではな
くて「自分で力をつけて、自分でやっていく」という
姿勢を個人が持つことが大切だと思っています。自分
でもって復興してゆく。地震があったからだめになり
ましたといってもだれも助けてくれないわけですから。
樋口：企業サイドとして困っている点は、例えば従業
員にしても経営者にしても、企業の復興と同時に、個
人の被災についての復旧・復興を同時に考えなければ
ならないということです。自宅が半壊したひともいれ
ば、全壊した人もいます。社長は社員を抱えているも
のの、企業側からの援助は限られてしまいます。社員
が精神的に安定して生活できなければ、会社自体も安
定しません。今の国の制度からすれば、社員個人の損
害に対する保障には限界はあります。なんとか早く仮
設住宅から一般住宅に移れるように、といった手立て
を一日も早く行われることを願わざるをえません。企
業内は社員と一緒になって必死で復興していくしかあ
りません。
振り返ってみると、10月23日に地震が起きた直後、
長岡商工会議所は26日に地震の相談窓口を開きまし
た。これは商工会議所が市や県と連絡をとって窓口相
談の必要性を感じたわけです。企業の人たちは地震に
よってお金を毎日回していますが、地震によって売り
上げがストップしたり売り上げが減れば、当然資金繰
りに困る。そのため企業が銀行からの資金調達に加え
て、県や市から特別な融資を受けられるよう制度の確
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立を申し入れました。前例として阪神大震災の事例も
参考にしたし、三条・燕、中之島の水害も参考にしま
した。大水害が起きたときに、行政も県も市もばらば
らに被害調査を行ったため、支援を受けたい人からク
レームが出たのです。そこで地震が起きたので、すぐ
県や市と連絡をとって、一緒にすべて対応させようと
しました。窓口相談も金融も、全て商工会議所に一極
集中させ、ワンストップで取り組みました。また各種
の調査も強引に進めると、災害で傷ついている心をま
た傷つけてしまいます。「冗談じゃない、こんな忙し
いのになにをやっている」となるので、正式な調査は
あえて日程を遅らせて11月12日現在としました。それ
までは予備調査として、職員が各企業について「なに
か困ったことはありませんか」と聞いて回りました。
その後11月12日になって、県や市と打ち合わせをした
後に、正式な調査をかけました。地震の影響は大きく、
長岡市の商工部も殆どのメンバーが避難所の管理にシ
フトしていましたから、長岡市の商工部は機能してい
ませんでした。住民の被災対策に福祉やボランティア
みんなぜんぶ動員されました。そういうわけで市長か
らも商工のことは商工会議所に当面まかせるといわれ
ました。我々も連絡は毎日取り合っていました。お互
いの組織間でトラブルが起きないように配慮しまし
た。シフトは水害時の経験や阪神淡路大震災の経験を
参考にしました。こうしたことから、特に大きな問題
が起きることなく、銀行などの各主要な組織がスムー
ズに対応できたのではないかと自負しています。今回
我々が経験したことを、次の地震が起きるであろう地
域に伝えたいのと、起きたときに我々が何をしてあげ
られるかということを考えています。
今回の中越地震は、激甚災害法の指定を受けました。
これについても、燕・三条の水害時の経験が生きてい
ます。指定を受けると世間から「激甚災害をうけたか
らあそこはダメ」というような風評被害を受ける可能
性がありますので、指定を受けるか迷ったわけです。
しかし今回は、これだけすでに風評被害にあっている
ということもあり、企業には安い金利の融資をもらえ
ることも考え、激甚災害の指定を受けました。12月12
日の調査をもとに、復興作業を行いながら県と連絡を
とり、県や東京へ申し入れました。激甚災害法の指定
を受ける上でひとつ問題がありました。長岡地域は、
大企業と中小企業が一体となって地域経済を形成し活
動を行っています。ところが激甚災害法をうけるとき
には、大企業と中小企業は別々に被害を試算して申請
しなければならないのです。そこで私たちは、地域経
済は大企業や中小企業、下請企業が一体で成り立って
いることを説明し、市長や県知事とともに国に掛け合
いました。その後データをピックアップして最終的に
は２月末にようやく指定を受けることができました。
日付をさかのぼって金利を安くできる指定が受けれた
ので、長岡地域の企業は、安い金利で資金調達できた
わけです。
私たちも義援金をいただいているわけですが、それ
をどういった形で返せるだろうか考えています。お金
を返すのではなく、我々の経験という財産を、将来の
被災地域に伝えてあげることはできないだろうか。精
一杯われわれが経験した生の情報をきちんと伝達する
ということが大事だと思っています。義援金について
は、2004年の年末に、カレンダーと我々の「ふるさと
の大地」という CD-ROMを職員が手作りで600枚くら
い焼き、近況報告としてお礼状を送りました。その後
も今年の長岡花火大会で、フェニックス花火がハイビ
ジョンで写りましたから、心配いただいた方々には
「おかげさまで復興の花火が上がりました、ぜひ観て
ください」との気持ちをこめて報告しました。
４．震災の経験を活かした｢対応マニュ
アル作り｣を
学生：商工会議所が今回の地震の経験から学んだこと
を生かすような対策やマニュアルの作成は考えておら
れますか？
田村：この長岡商工会議所は相当古い建物です。地震
に対して、どれだけの強度が残っているのか検証して
もらいましたが大丈夫でした。企業はそれぞれ個別の
マニュアル作りを始めています。商工会議所としての
災害マニュアルは今のところ構想段階です。
学生：長岡の地域を活性化していくために、地域に求
めることはありますか？
田村：自分の街の見直しが必要と思います。街の良さ
をもう一度みてもらい、再認識する事が必要ではない
でしょうか。とはいえ大きなことを求めるわけではな
く、正当に評価してもらえるようなものは外に発信し
ていく必要があるんじゃないでしょうか。新潟県は昔
から「雪道は人の後から歩け」といいますね。雪道は
足がもぐってしまうから、人の歩いた後のほうが歩き
やすいというわけです。しかしこれからは「俺につい
て来い」というひとつのリーダーシップを持ち、お互
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いに地域を盛り上げていく姿勢が必要だと思います。
観光の問題にしても、一度来た人が満足して二回、三
回と足を運んでもらうことが重要です。今回の地震か
らの復興問題にしても、記憶をどのように記録し残そ
うかと思案していますが、地震を契機に、新潟県なり、
長岡地域を見直してみようというのが、遠回りで地道な
作業かもしれないが必要かも知れないと思っています。
樋口：若い皆さんはこれからの21世紀を担う人たちで
す。市民的立場からすれば、今回の地震の被災はきち
んと位置づけなければならないと思います。皆さんも
経験されてわかると思いますが、台風などの自然災害
によって大変な被害が起きているという地球の変化を
肌で感じていると思います。長岡商工会議所としても、
阪神淡路大震災が起こった10年前から地震については
要マークで調査していました。地震についての講演会
も何回かやりました。ある社長さんから「脅かすこと
はないだろう」といわれたこともあります。しかし本
当にまじめに勉強にきてくれた社長さん達は、期日は
別にしても「当たったな」と客観的にみている経営者
もいます。それくらいに今の地球の自然環境が激変し
ているということを認めるべきだと思います。21世紀
を生きる皆さんが新しい生活をする上で、我々の時代
と変わってくるんだから、市民が納得するアイデアを
出して実現させることが一番大きい課題だと思いま
す。それなしには不測の事態が起きたとき、また苦情、
苦情の繰り返しになります。防災対策を進める上で、
市民の認識を高める体勢を構築することが必要と感じ
ています。皆さん、頑張ってください。
学生：本日はありがとうございました。
付記
長岡商工会議所には本稿掲載のご承認を頂き、また
山村雅隆事務局長にはご多忙の中、本稿校正をお引き
受けいただきました。心より感謝申し上げます。本稿
記載の責任は、編者の桂にあります。調査概要は、新
潟日報2005年10月27日e付の朝刊18面に掲載されてお
ります。
